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伊方発電所第１号機 中間領域中性子束検出回路信号処理ユニットの不調 

他４件に係る報告書の提出について 

 

 

 

 平成 19 年８月３日に発生しました伊方発電所第１号機 中間領域中性子束検

出回路信号処理ユニットの不調他４件につきまして、その後の調査結果がまと

まりましたので、安全協定第 11 条第２項に基づき、別添のとおり報告いたしま

す。 

 

今後とも伊方発電所の安全・安定運転に取り組んでまいりますので、ご指導

賜りますようお願い申しあげます。 

 

 

以 上 
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 第６高圧給水加熱器３Ｂ水位制御異常について 
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１．件 名 
   伊方発電所第３号機 第６高圧給水加熱器３Ｂ水位制御異常について 
 
２．事象発生の日時 
   平成１９年８月１１日 １７時３０分 
 
３．事象発生の設備 
   第６高圧給水加熱器３Ｂ 
 
４．事象発生時の運転状況 
   通常運転中（電気出力９１５ＭＷ） 
 
５．事象の概要 

伊方発電所３号機は通常運転中のところ、８月１１日１７時３０分、第６高

圧給水加熱器※１３Ｂの水位制御機能に異常があることを確認した。 

調査の結果、第６高圧給水加熱器３Ｂの水位を制御するための調節器に異常

があることが判明したため、当該調節器を予備品に取り替え、水位制御機能に

異常のないことを確認し、８月１３日１０時３０分、通常状態に復旧した。 

なお、本事象による環境への放射能の影響はなかった。 

（添付資料－１） 
 

※１ 高圧給水加熱器：蒸気発生器へ供給する給水（２次冷却水）を、蒸気を

使って適切な温度まで加熱するための熱交換器 
 
６．事象の時系列 

平成１９年８月１１日  
１７時３０分 当直員が第６高圧給水加熱器３Ｂの水位制御機能に異常が

あることを確認 
２０時０５分 水位制御系統を「常用」より「バックアップ」に切替開始 

２０時２６分 水位制御系統を「常用」より「バックアップ」に切替およ

び点検のための隔離完了 

２０時５０分 常用の調節器と制御弁の点検を開始 

調節器、制御弁について点検を行い調節器に異常があるこ

とを確認 

２２時０７分 調節器を予備品と取替開始 
２３時００分 調節器を予備品と取替完了 
２３時１２分 調節器と制御弁の動作確認実施（異常なし） 
２３時５１分 系統復旧操作開始 

平成１９年８月１２日 
０時２４分 水位制御系統を「バックアップ」より「常用」に復旧し異

常ないことを確認 
平成１９年８月１３日 

    １０時３０分 正常状態に復旧 
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７．調査結果 
（１）現地調査 

ａ．不具合事象発生時の状況 
（ａ）調節器「自動信号」側での運転状況 

調節器を自動信号で制御した場合、正常時ほぼ安定している水位が、

約－７０～＋６０ｍｍの範囲で変動し、水位制御弁開度も４８～６０％

で変動していることを、調節器の指示および現地制御弁で確認した。 
（添付資料－２） 

 
（ｂ）調節器「手動信号」側での運転状況 

調節器を手動に切り替え、手動信号設定を約６０％一定にしたが調節

器出力と制御弁開度は安定せず、水位が約－１０ｍｍ～＋３０ｍｍの範

囲で変動し、水位制御弁開度も５０～５７％で変動していることを、調

節器の指示および現地制御弁で確認した。 
 

ｂ．調節器の単体調査 
（ａ）外観目視点検、指示校正試験、入出力特性試験を実施した結果、計器許

容誤差内であり、異常は見られなかった。 
 
（ｂ）自動信号を出力させた状態で手動信号を変化させても、本来は一定とな

るべき調節器の出力が異常に変動することを確認した。また、手動信号

を出力させた状態で自動信号を変化させても、本来は一定となるべき調

節器の出力が異常に変動することを確認した。 
 
ｃ．制御弁の単体調査 

外観目視点検、開閉動作試験を実施した結果、異常は見られなかった。 
 

以上のことから、調節器の自動－手動切替機構※２の不調により、制御弁への

空気信号が変動し、制御弁を不要に動作させ水位を変動させているものと推定

された。 
（添付資料－３） 

 
※２ 自動－手動切替機構：調節器の出力信号を変化させずに手動信号と自動

信号を切り替えるもの 
 
（２）工場調査 

ａ．不適合事象の調査 
自動信号を出力させた状態で、手動信号を自動信号よりも低くした場合

に出力が変動することを確認した。 

また、手動信号を出力させた状態で、自動信号を手動信号よりも高くし

た場合に出力が変動することを確認した。 
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ｂ．自動－手動切替機構の調査 
構成部品である減圧弁、平衡指示計※３、Ａ／Ｍ切替スイッチ（自動／

手動切替スイッチ）を確認した結果、平衡指示計の手動信号側の空気も

れが許容値を超えていることを確認した。 
（添付資料－３） 

 
※３ 平衡指示計：コネクション、チューブおよびボールで構成され、自動信

号と手動信号を両端のコネクションより加え、両信号（空気圧力）の大

きさが平衡していることを確認するもの。 
自動→手動または、手動→自動に切り替える場合は、手動信号の大きさ

を調整して自動信号の大きさと一致すれば、ボールがチューブの中間位

置となり、この状態で切り替えを行えば、調節器出力が変動しない。 
 

ｃ．平衡指示計の空気もれ原因調査 
平衡指示計の取り付け基板の変形により、チューブとコネクションの接

着部がはがれ、手動信号側コネクションに傾きが生じ、シール面とボー

ルのずれにより空気もれが発生していた。 
（添付資料－３） 

 
（３）保守状況の調査 

当該調節器について、毎定検点検を行っており、自動－手動切替機構およ

びエアーチューブについては、第６回定検（平成１４年５月～７月）に取り

替えをしている。ただし、自動－手動切替機構については切替試験で出力に

変動がないことを確認しているが、平衡指示計の空気もれについては確認し

ていない。 
 
（４）３Ａ側の調査 

第６高圧給水加熱器３Ａについて、水位制御機能および平衡指示計の空気

もれの有無を確認した結果、異常は認められなかった。 
 
８．推定原因 

本事象の原因は、調節器の手動信号と自動信号がほぼ等しくなった場合に、

平衡指示計の自動信号と手動信号間で空気もれが発生したことにより、調節器

出力の異常な変化が発生し水位制御弁を変動させたことから、水位の変動を起

こしたものと推定される。 
また、平衡指示計の空気もれについては、調節器内部のエアーチューブを取

り替えるとき平衡指示計の取り付け基板が変形したことにより、シール面とボ

ールのずれがおこり自動信号と手動信号間の空気もれが起こったと推定され

る。 
（添付資料－４） 
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９．対 策 
（１）当該調節器を予備品と取り替え、健全性を確認のうえ復旧した。 
 
（２）運転中の故障に対応するため、今後とも調節器の予備品を常備する。 
 
（３）次の事項を作業要領書に反映するとともに、関係者に周知する。 

ａ．調節器の点検時に、平衡指示計空気もれ確認試験を行う。 
ｂ．調節器内のエアーチューブ取替を行う場合は、平衡指示計の取り付け基板

に無理な力をくわえて変形させないようにする 
 
（４）１、２、３号機の同型式調節器について、至近の定検にて平衡指示計空気も

れ確認試験を行う。 
 
（５）今後、手動信号による不要な平衡指示計動作を行わせないように、手動信号

の設定圧力を０ｋＰａに設定する。 
 

以 上 
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添 付 資 料 
 
 
 
添付資料－１ 伊方３号機 第６高圧給水加熱器３Ｂまわり概略系統図 
 
添付資料－２ 伊方３号機 第６高圧給水加熱器３Ｂ常用水位制御装置 概略図 
 
添付資料－３ 平衡指示計の空気もれによる調節器出力の変動 
 
添付資料－４ 平衡指示計のシール面とボールずれの推定メカニズム 
 

  



添付資料－１

伊方３号機　第６高圧給水加熱器３Ｂまわり概略系統図

常用水位制御装置
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添付資料－２
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添付資料－３

当該調節器

自動－手動切替機構

ボール チューブ

コネクション コネクション

自動信号＞手動信号のとき

○ボールが正常にシールした状態
コネクション

チューブ

Ｏリング ボール

●ボールとシール面のずれにより信号がもれた状態

自動信号－手動信号間で空気もれ

平衡指示計の空気もれによる調節器出力の変動

手動信号

手動信号

自動信号

手動信号側

平衡指示計

Ａ／Ｍ切替スイッチ

水位信号

自動信号出力中、自動信号が手
動信号より高い場合、ボールに
よりシールされるまでの間、自動
信号が手動側にもれ込み出力の
変動となる。

自動信号はシール面とボー
ルによりシールされる

減圧弁

減圧弁により設定

手動信号出力中、手動信号が自動信号より低い場合、ボールによりシールされ
るまでの間、自動信号が手動側にもれ込み調節器出力の変動となる。

自動信号と手動信号
が平衡しているとき

自動信号＞手動信号
のとき

自動信号＜手動信号
のとき

自動信号側



添付資料－４

平衡指示計のシール面とボールずれの推定メカニズム

①エアーチューブ取替のため無
理な力がかかった

②平衡指示計の取り付け基板が
変形した

④コネクションの傾きにより
チューブの接着部がはがれ、
シール面とボールのずれが発生
した

正常な取り付け状態

自動－手動間の空気もれが発生した状態

手動信号 自動信号

②基板の変形

①エアーチューブ引き抜きのための力

③コネクションの傾き

④接着部のはがれ

⑤シール面とボールのずれによる空気のもれ

平衡指示計

エアーチューブ

コネクション

ボール

チューブ

０リング基板

コネクション

基板

エアーチューブ

チューブ

③基板の変形によりコネクション
が傾いた




